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 野球部の皆さん。いよいよですね。 

３年生の皆さん。今までよく頑張りました。 

どんなに野球が好きでも誰だって、土日は休みたいし、辛い練習は嫌です。でも皆さんは辛

い練習に耐えて、精一杯頑張ってきました。それは口で言うほどたやすいことではなかった

と思います。 

何度も辞めたいと思ったかもしれませんし、休みたいとも思ったと思います。 

それでも我慢したこと。ひたむきに頑張ったこと。そのことをどうか誇りに思ってください。 

 

そして、もう一つ心に留めて欲しいのは皆さんの３年間を支えてくれた人のことです。春に

野球部の試合を見に行ったとき、休憩時間に保護者の方が温かい飲み物を持ってきてくれ

ました。休憩中に敵チームのスタンドにも温かい飲み物を配っていました。寒い日でした。

心まで温かくなりました。練習試合にも駆けつけ、応援してくれた家族。毎日真っ黒になっ

た靴下を洗ってくれた家族。あなたたちを支えてくれた人の存在をどうか心に留めてくだ

さい。 

 

皆さんが精一杯頑張ったから、みんなが皆さんを応援するのです。 

応援を力に変えて、今、目の前の一球、一打に集中し、自分ができる精一杯のプレーをして

きてください。 

 

水泳部の皆さん。自由形、平泳ぎ、４００メートル自由形での東北大会出場ですね。専門の

コーチも教員もいない中でよく頑張りました。 

「誰かに言われるから」「顧問に怒られるから」ではなく、自分たちで考えて練習を積んで

きたのですよね。一人一人が自分を律し、目標を立て、黙々と泳ぎ、ここまでたどり着きま

した。その主体性、自己調整力はこれからの人生でもきっと皆さんの武器になると思います。 

 

全校生徒、教職員が皆さんの健闘を心から祈っています。頑張って来てください。 

 

 

 

 

 

 

 


